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最新号 Volume 14（2017 年 12 月）では、以下の論文を掲載しています。 
――Full Length Articles―― 
Multi-wavelength and multi-scale aurora observations at the Chinese Zhongshan Station in 
Antarctica 
Ze-Jun Hu, Fang He, Jian-Jun Liu, De-Hong Huang, De-Sheng Han, Hong-Qiao Hu, Bei-Chen 













Can preferred atmospheric circulation patterns over the North-Atlantic-Eurasian region be 
associated with arctic sea ice loss? 
Berit Crasemann, Dörthe Handorf, Ralf Jaiser, Klaus Dethloff, Tetsu Nakamura, Jinro Ukita, Koji 
Yamazaki 










Rapid ice drilling with continual air transport of cuttings and cores: General concept 
Rusheng Wang, Liu An, Pinlu Cao, Baoyi Chen, Mikhail Sysoev, Dayou Fan, Pavel G. Talalay 






る必要がある。直径 60mm、長さ 200mm の氷コアを運ぶための空気速度は 22.5m/s 以上でなければ
ならず、連続的な切削チップおよび氷コア輸送のための最小空気流量は 2.3〜2.6MPa の時に 6.8m3/
分になる。24 時間の掘削作業の場合には、600m の深さの孔を 1.5 日以内に掘削することが可能であ
る。しかし、氷河や氷床の掘削中にスタックするのを避けるためには、掘削深度を−20℃の氷温では
540m に、−10℃の氷温では 418m に制限する必要がある。 
 
Generation of a high-accuracy regional DEM based on ALOS/PRISM imagery of East 
Antarctica 





ICESat/GLAS および GNSS による現場観測で取得した楕円体高との比較を行うことで検証した。検
証の結果、PRISM-DEM の精度は、氷床上で 2.80m、氷河上で 4.86m、露岩上で 6.63m と見積もら
れ、既存の DEM（ASTER-GDEM）の精度、33.45m（氷床）、14.61m（氷河）、19.95m（露岩）と
比べると高精度な DEM であると示唆される。また、PRISM-DEM の精度が DInSAR による変動推
定に与える影響は ALOS/PALSAR データを用いた場合は＜6.3mm であることから、DInSAR 手法に
よる高精度な氷流速度推定に貢献できる DEM であるといえる。 
 
Time–space variations in infrasound sources related to environmental dynamics around 
Lützow–Holm Bay, east Antarctica 
Takahiko Murayama, Masaki Kanao, Masa-Yuki Yamamoto, Yoshiaki Ishihara, Takeshi 
Matsushima, Yoshihiro Kakinami, Kazumi Okada, Hiroki Miyamachi, Manami Nakamoto, Yukari 
Takeuchi, Shigeru Toda 
南極域で観測されるインフラサウンド波の特徴的な性質は、南極大陸縁辺部とその周辺の南大洋と
の間の、表層環境の物理的相互作用を反映している。本研究では、東南極のリュツォ・ホルム湾の沿









Multistage formation processes in the acapulcoite-lodranite parent body: Mineralogical study 
of anomalous lodranite, Yamato 983119 
Masahiro Yasutake, AkiraYamaguchi 







Antimicrobial properties and the influence of temperature on secondary metabolite production 
in cold environment soil fungi 











Selection of priority investment projects for the development of the Russian Arctic 











Observations and first reports of saprolegniosis in Aanaakłiq, broad whitefish (Coregonus 
nasus), from the Colville River near Nuiqsut, Alaska 
Todd L. Sformo, Billy Adams, John C. Seigle, Jayde A. Ferguson, Maureen K. Purcell, Raphaela 
Stimmelmayr, Joseph H. Welch, Leah M. Ellis, Jason C. Leppi, John C. George 
アラスカ州ナイーキュース近くのコルビル川において、Aanaakłiq【ブロードホワイトフィッシュ
（Coregonus nasus）】でみられた、Saprolegnia 属の水生菌によって引き起こされる水カビ病の症例（2013-







た、もう 1 種のホワイトフィッシュ、Pikuktuuq【ハンプバックホワイトフィッシュ（Coregonus pidschain）】
の疾患例についても報告した。 
 
Large thermo-erosional tunnel for a river in northeast Greenland 




て報告する。このトンネルは 8 日間（7 月 14 日〜22 日）開いたまま観測され、その間川岸の崩落が増大
し続けた。河川水の溶質負荷はすぐ下流で増加し、トンネルから 800m までの範囲で高いままであった。
この現地観測は偶然の機会によるもので情報は多少限定されるが、本研究は永久凍土、地形および水流
流域の生息環境に影響を与える極端現象の一つについての稀な洞察を与えるものである。北極域の気候
変動が加速することにより、永久凍土の劣化と河川における水温上昇が予測され、河岸の融解浸食進行
とそれに伴う川岸崩壊の可能性が高まる。この変化は、このような小河川の物理化学環境を変え、水生生
物環境に深刻な影響を及ぼす可能性がある。 
 
 
